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＊ 関西国際大学教育学部  教育総合研究所学内研究員 
学校組織の一員でありつつも一般教諭とは異なる業務を行う管理職に就いている者の数は，『平成
23年度学校基本調査』によると，義務教育段階の教師の場合，小学校 42533名，中学校 20612名で
あり，小・中学校教師のおおよそ 10％前後の者が管理職である 1)。また，『平成 22年度学校教員統
























































  Ａ先生 Ｂ先生 Ｃ先生 Ｄ先生 
性別 女性 男性 女性 男性 
出生年 1951年 1951年 1956年 1957年 
現在の職位 校長 校長 校長 校長 
調査時期 2011年 12月 2011年 12月 2011年 12月 2011 年 12月 
 
インタビューを行った場所は，各校長の勤務校の校長室であり，インタビュー時間は約 1 時間半










































































































































































































































































































(2)50 歳以上の国立，公立，私立学校の本務教員の合計人数は，小学校 149098 名，中学校 77784
名であり，そのうち校長，副校長，教頭職の者は小学校 38661 名，中学校 18231 名である。ま
た，55 歳以上の合計人数は小学校 68248 名，中学校 32865 名であり，そのうち校長，副校長，
教頭職の者は小学校 22277 名，中学校 9844 名である。 
(3)近年，管理職に民間人等，教員出身でない者を任用するケースがある。文部科学省の「公立学校
教職員の人事行政の状況調査」によると，平成 21 年現在，公立学校への民間人校長の任用者数







職の未来－あすの教師像を模索する－』教育出版 1999 32-50 頁）. 
(5) 例えば，塚田は高校教師の管理職になる経緯と，管理職になってからの実践を描いている（塚




第Ⅳ部 教育科学』，第 63 号 2007 35-78 頁）。さらに，男性社会となっている管理職の領
域で，女性校長が自らの教育の理想を実現するために管理職に就き，男女平等を意識した実践を
行っていることを明らかにしている研究もある（塚田守：『女性教師たちのライフヒストリー』
青山社 2002，女子教育問題研究会編：『女性校長のキャリア形成』尚学社 2009）。 
(6)中村一雄・松平信久：「管理職期の経験」稲垣忠彦・寺崎昌男・松平信久編『教師のライフコー






2008 24 頁）。 









巻第 4 号 2011 398-410 頁）。したがって，本研究のように，教師の成長モデル構築を見据え
た一般化志向の研究は，教育研究にとって意義あるものと言える。 
(11)谷富夫：「ライフ・ヒストリーとは何か」谷富夫編『ライフ・ヒストリーを学ぶ人のために』世
界思想社 1996 3-28 頁 
(12)川村光：「1970-80 年代の学校の『荒れ』を経験した中学校教師のライフヒストリー－教師文化












中心に－」『大原社会問題研究所雑誌』，No.585 2007 11-32 頁 





本研究は，平成 22 年度～平成 24 年度科学研究費補助金（若手研究（A））「ライフコース・アプ




  The purpose of this study is to analyze the process that teachers build teacher identity of 
administrator during their transition period from teacher to principal based on 4 elementary 
school principals’ life histories and to contribute to construct the model of teacher development. 
  From this survey, some important findings were drawn. First, the transition period from 
teacher to vice-principal is the crisis situation that it is difficult that a teacher keeps teacher 
identity because he/she needs to reconstruct the relationship with other teachers. To overcome 
the problem is necessary for him/her to build new teacher identity of administrator. Second, the 
reduction of opportunities of the communication with teachers and the presser of the top 
teacher in charge cause of the difficulty maintaining teacher identity in the change form 
vice-principal to principal.  
  Therefore, there are the different problems between a vice-principal and a principal and it is 
important for them to overcome them to build their new teacher identity.  
 
